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第１章 現況と課題 
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１．人口減少に対応したファミリー世帯の定住促進 

本市では、昭和 40年より人口増加が続き、平成 7年には 8万人を突破しました。しかし、平成 20

年の 83,392人をピークに人口減少が続いて（表 1-1）おり、「真岡市まち・ひと・しごと創生総合戦

略」に基づき、各種施策を展開し、若者・子育て世代定住促進住宅取得支援事業を行うなど定住促進

を図っています。このような中で、子育て世帯※の居住面積水準＊は比較的高い水準（資料３／現行計

画の評価／指標⑤）となっております。また、子育て支援施設の整備や交通事故からの安全性に対す

る要望が多く（表 1-3）、子育て期の住環境への不満として、周囲の交通の安全が十分でないことや

居住費の負担（表 1-4）などが比率として高くなっています。 

このため、子育てに向いた住宅ストックを活かすとともに、子育て環境を整備することで定住を図

っていくことが重要です。 

※ 構成員に 18歳未満の者が含まれる世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※四捨五入の関係で、構成比を合計しても 100％にならない場合がある(以降、同様)。 

※住宅・土地統計調査は抽出調査であるため、合計が合わない場合がある(以降、同様)。 
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■人口・世帯の動向

人口 世帯数 一世帯当たり人員

（人、世帯） （％）

人口のピーク：平成 20 年 83,392 人 

資料：昭和 30～平成 27 年は国勢調査、平成 32 年以降の人口は真岡市人口ビジョンによる推計値 

※2020（平成 32）年以降の一世帯当たり人員は昭和 30 年以降の多項式近似値による推計値 
※2020（平成 32）年以降の世帯数は人口を一世帯当たり人員の推計値で割り戻した推計値 

 

 ＊居住面積水準 
住生活基本計画(全国計画)の中で示

された、世帯人数に応じて、健康で文化
的な住生活の基礎として、多様なライ
フスタイルに対応するために必要な住
宅の面積に関する水準。 
○誘導居住面積水準 

住宅ストックの質の向上を誘導す
るための指針となるもの。 
①一般型誘導居住面積水準  
・単身者 ５５㎡ 
・２人以上の世帯 ２５㎡×世帯人数
＋２５㎡ 

② 都市居住型誘導居住面積水準  
・単身者 ４０㎡ 
・２人以上の世帯 ２０㎡×世帯人数
＋１５㎡ 

○最低居住面積水準 
健康で文化的な住生活を営む基礎

として不可欠な水準。 
・単身者 ２５㎡ 
・２人以上の世帯 １０㎡×世帯人数
＋１０㎡ 

表 1-1 

表 1-2 

3.1%

0.0%

8.1%

5.2%

4.7%

1.3%

0.3%

28.5%

60.7%

50.0%

38.4%

32.2%

22.9%

15.2%

5.5%

25.0%

14.1%

8.6%

6.6%

2.4%

1.3%

62.7%

14.3%

27.8%

47.1%

56.6%

73.3%

83.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主世帯総数

25歳未満

25～34歳

35～44歳

45～54歳

55～64歳

65歳以上

■世帯主年齢別居住面積水準

最低居住面積水準未満 最低居住面積水準以上誘導居住面積水準未満

都市居住型誘導居住面積水準以上の世帯 一般型誘導居住面積水準以上の世帯

資料：平成25年住宅・土地統計

調査

26,520世帯

280世帯

4,630世帯

2,340世帯

7,040世帯

4,720世帯

7,040世帯

資料：平成 25 年住宅・土地統計調査 

実績 推計 
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資料：平成 30 年市民アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 30 年市民アンケート 

 

 

■子育てのための必要な住宅・住環境 

■子育て期の住宅・住環境の不満（複数回答） 

表 1-3 

表 1-4 

子育てを支援する施設の整備, 115件, 

23 .8%

道路整備など交通事故

からの安全性, 93件, 

19 .3%

住宅取得費用や家賃の助成, 72件,

1 4 .9%

子育てしやすい住宅や子育てに

関する情報提供, 71件, 

14 .7%

公園や遊び場など

の整備, 36件, 

7 .5%

希望する家賃と広

さの住宅, 31件, 

6 .4%

その他, 10件, 

2 .1%

無回答, 55件,

1 1 .4%

39.7%

35.6%

28.8%

27.4%

26.0%

15.1%

12.3%

12.3%

6.8%

9.6%

0% 10% 20% 30% 40%

周囲の交通の安全が十分ではない

居住費(購入費や家賃など)の負担

周囲に公園や遊び場などが少ない

住宅の広さ・間取り

周囲に同年代の子供がいない

遮音性能などの住宅性能

周囲の治安がよくない

周囲に子育てを理解してくれる人が少ない

その他

とくに不満はない
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２．高齢者が住み続けられる住まい 

本市では、高齢化率は県平均よりも低い（表 2-1）水準にあります。一方で、高齢化率、高齢者世

帯は増加傾向（表 2-2、表 2-3）となっています。このような中、単身または夫婦のみになっても現

在の住宅に住み続けたいという意向が非常に強く（表 2-4）なっています。また、段差等の高齢者・

障がい者対策に対する満足度が低く（表 2-5）なっています。さらに、高齢者を地域で支える仕組み

や高齢者等への居住支援サービスに対する満足度が低く（表 2-6）なっています。 

このため、高齢者が住み慣れた地域で住み続けられる環境整備が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 27 年 国勢調査 

 

 

  

■ 年齢３階級県との比較 
（平成 27年） 

資料：昭和 55 年～平成 27 年国勢調査、『日本の市区町村別将来推計人口』〔平成 30 年 3 月推計〕 

国立社会保障・人口問題研究所（将来推計値） 

※年齢不詳は微小なため非表示としており、表示の構成比を合計しても 100％にならない場合がある。 

※  の中の構成比は、一般世帯全体に占める高齢者世帯の割合。 
 
 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

平22 平27

■高齢者世帯の類型別の動向（一般世帯）

高齢者単独世帯 高齢者夫婦のみ世帯

高齢者同居世帯

12.5%

18.8%

68.6％

10、743世帯

39.0%

15.5%

22.3%

62.2％

12、274世帯

44.0%

（世帯）

表 2-1 表 2-2 

表 2-3 表 2-4 

資料：平成 30 年市民アンケート 

■高齢期の住まい方の希望 

親族と一
緒に住む 
28.2％ 

親族と一
緒に現住
宅に住む 
23.6％ 

14.2 12.8 

61.6 61.4 

23.8 25.8 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

真岡市 栃木県

65歳以上

15～64歳

15歳未満

単身または夫婦のみ

になっても現在の住

宅に住み続けたい, 
216件, 

44.7%

単身または夫婦のみになったら

生活に便利な市街地の住宅に

住み替えたい, 34件, 
7.0%

単身または夫婦のみになったら老人ホーム

などの施設に住みたい, 30件, 

6.2%

単身または夫婦のみになったら維持管

理や家賃があまり負担にならない賃貸

集合住宅に住みたい, 30件,
6.2%

子供など親族と一緒に現在の住

宅に住み続けたい, 63件, 

13.0%

子供など親族と一緒に住むた

めに現在の住宅をリフォーム

したい, 28件,
5.8%

子供など親族と一緒に住むために現在

の住宅を建替えたい, 23件,

4.8%

子供など親族と一緒に住めるなら現在の住宅

を住み替えても良い, 22件, 

4.6%

その他, 20件,

4.1% 無回答, 17件,

3.5%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

昭55 昭60 平2 平7 平12 平17 平22 平27 平32 平37 平42

■年齢３階級別構成の動向と見通し（人口問題研究所の推計値）

人口 15歳未満比率 15～64歳比率 65歳以上比率

（％） （人）
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資料：平成 30 年市民アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 30 年市民アンケート 

■まわりの住環境の評価（現在の満足度） 
※満足割合：「満足」＋「やや満足」の比率 

不満割合：「不満」＋「やや不満」の比率 

■住宅の評価（現在の満足度） ※満足割合：「満足」＋「やや満足」の比率 
不満割合：「不満」＋「やや不満」の比率 

表 2-5 

表 2-6 

34.6%

39.8%

36.9%

25.9%

30.4%

11.0%

11.2%

11.8%

10.6%

12.6%

12.2%

10.6%

12.6%

44.1%

37.5%

37.3%

41.8%

24.2%

40.0%

39.3%

37.5%

37.3%

34.4%

34.8%

31.7%

50.3%

13.5%

11.2%

15.1%

21.7%

14.5%

25.3%

30.4%

33.3%

32.3%

33.5%

32.1%

35.0%

25.1%

5.4%

8.3%

7.5%

8.5%

7.2%

10.4%

15.1%

15.5%

17.4%

17.0%

18.8%

20.7%

7.2%

2.5%

3.3%

3.3%

2.1%

23.6%

13.5%

3.9%

1.9%

2.5%

2.5%

2.1%

2.1%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住居内部の広さ、部屋数

駐車スペース（車、自動二輪、自転車）

敷地（住宅の敷地の広さ・住棟まわりの広さ）

台所や風呂などの水廻り設備

住宅ローン・家賃の負担

建物の老朽化・美観

子育て世代が暮らしやすい

ドアや窓の防犯対策

地震に対する安全性

室内の段差など高齢者・障がい者対策

室内においての防音性能

壁や窓の断熱による省エネルギー対策

住宅の総合評価

満足 まあ満足 やや不満 不満 無回答

11.8%

19.3%

13.5%

11.2%

10.4%

19.3%

7.7%

7.2%

14.1%

14.5%

8.9%

4.6%

7.7%

8.5%

3.1%

4.6%

5.0%

5.0%

3.7%

4.3%

8.5%

62.7%

55.1%

57.1%

57.3%

58.2%

49.1%

53.4%

52.2%

45.1%

44.3%

48.2%

51.6%

47.6%

45.5%

42.9%

41.2%

40.2%

39.8%

40.8%

38.3%

60.5%

17.2%

18.4%

18.6%

22.4%

19.5%

21.1%

24.0%

28.4%

21.9%

25.1%

29.2%

32.1%

33.1%

33.1%

35.6%

31.1%

34.6%

25.5%

37.5%

36.6%

20.7%

4.8%

3.5%

7.2%

4.8%

5.6%

7.0%

6.6%

7.9%

11.6%

14.1%

10.8%

5.6%

7.9%

9.5%

9.5%

6.2%

9.5%

6.0%

9.7%

13.9%

5.4%

3.5%

3.7%

3.5%

4.3%

6.4%

3.5%

8.3%

4.3%

7.2%

2.1%

2.9%

6.2%

3.7%

3.3%

8.9%

17.0%

10.8%

23.8%

8.3%

6.8%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

近隣住民とのつきあい

緑・水辺などの自然とのふれあい

騒音・大気汚染などの公害の少なさ

周辺のまちなみや景観

地域に住み続けられるまち

住宅の建て込み状況（隣家との距離）

子育て世代が暮らしやすいまち

防犯・治安

通勤・通学の便利さ

食料品など日常的な買い物などの便利さ

まわりの道路の歩行時の安全性

住宅に関する情報の充実

医療・福祉サービスの便利さ

地震・火災・水害に対する安全性

高齢者等への居住支援サービス

市中心部の住宅の充実

住宅のリフォームのしやすさ

高齢者を地域で支える仕組み

市営住宅の充実

文化・スポーツ施設の便利さ

まわりの住環境の総合評価

満足 まあ満足 やや不満 不満 無回答
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３．住まいのセーフティネットへの対応 

本市では、住宅に困窮している世帯に対して市営住宅を供給するなど、住宅セーフティネットの構

築を図っています。 

市営住宅の一部には、耐用年限を経過している団地（表 3-1）があります。このような中で、最低

居住面積水準未満の世帯が見られる（表 3-2）など、住宅に困窮している世帯が存在するとともに、

低所得者用としての住宅（表 3-3）や高齢者のためのバリアフリー化された住宅（表 3-4）など、市

営住宅をはじめとした公的賃貸住宅へのニーズは高く、市営住宅入居者の継続居住の意向も高く（表

3-5）なっています。一方で、県営住宅を含めて公的賃貸住宅には数的に限りがあります。 

このため、老朽化した市営住宅を更新するなど適正な管理・運営を行い、民間賃貸住宅とも連携し

ながら、住宅セーフティネットを形成する必要があります。 

 

 

■市営住宅等の構造別戸数と耐用年数経過戸数（平成 29年度末現在） 

 

非耐火造 耐火造 

計 
木造 

準耐火構造 耐火構造 

簡平 簡２ 中耐 

戸数 5 戸 3 戸 99 戸 391戸 498戸 

 1.00% 0.6% 19.88% 78.52% 100.0% 

  21.48%    

 耐用年限経過 5 戸 3 戸 38 戸  46 戸 

 上記の割合 100.0% 100.0% 38.38% 0.0% 9.24% 

 耐用年限 1/2経過   61 戸 132戸 193戸 

 上記の割合   61.62% 33.76% 38.76% 

資料：真岡市建設部建設課資料 

※構造別耐用年数：木造・簡易耐火構造（準耐火構造）平屋建；30年 
簡易耐火構造（準耐火構造）２階建；45年 

         耐火構造；70年 
※特定公共賃貸住宅＊３戸（耐火構造）を含む 
※全団地の敷地面積の合計：69210.17㎡ 

 ＊特定公共賃貸住宅：中堅所得者向けの公共賃貸住宅。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 3-1 

表 3-2 

3.1%

0.0%

8.1%

5.2%

4.7%

1.3%

0.3%

28.5%

60.7%

50.0%

38.4%

32.2%

22.9%

15.2%

5.5%

25.0%

14.1%

8.6%

6.6%

2.4%

1.3%

62.7%

14.3%

27.8%

47.1%

56.6%

73.3%

83.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主世帯総数

25歳未満

25～34歳

35～44歳

45～54歳

55～64歳

65歳以上

■世帯主年齢別居住面積水準

最低居住面積水準未満 最低居住面積水準以上誘導居住面積水準未満

都市居住型誘導居住面積水準以上の世帯 一般型誘導居住面積水準以上の世帯

資料：平成25年住宅・土地統計

調査

26,520世帯

280世帯

4,630世帯

2,340世帯

7,040世帯

4,720世帯

7,040世帯

資料：平成 25 年住宅・土地統計調査 

＊主世帯：1住宅に 1世帯が住んでいる場合はその世帯を、1住宅に 2世帯以上住んでいる場合には、 
そのうちの主な世帯（家の持ち主や借り主の世帯など）。 
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資料：平成 30 年市民アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：平成 30 年市民アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年市営住宅入居者アンケート 

■市営住宅への継続居住の希望 

■公的賃貸住宅の今後のあり方 

表 3-3 

■真岡市における公的賃貸住宅の整備の希望 

表 3-4 

表 3-5 

高齢者等のためのバリアフ

リーに対応した公的賃貸住

宅 , 131件, 
27 .1%

医療・福祉施設等に近い公

的賃貸住宅, 96件, 

19 .9%
まちなかの利便性の高い公的

賃貸住宅, 74件,

1 5 .3%

多少家賃が高くても、設備の

整った公的賃貸住宅, 28件, 

5 .8%

その他, 18件, 

3 .7%

とくに整備は必要な

い, 52件, 

1 0 .8%

無回答, 84件, 

1 7 .4%

今のまま住み続け

たい, 109件, 

6 0 .6%

わからない, 39件, 

2 1 .7%

別の場所に住み替

えたい, 23件, 

12 .8%

無回答, 9件,

5 .0%

低所得者用として必要, 159件, 

3 2 .9%

高齢者や障がい者に対応する

住宅として必要, 155件, 

3 2 .1%

母(父)子家庭、家庭内暴力

被害者など住宅弱者のた

めに必要, 55件, 
1 1 .4%

子育て世帯のために必要, 28件,

5 .8%

その他, 9件,

1 .9%

あまり必要とは思わない, 23件,

4 .8%

無回答, 54件, 

11 .2%
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４．住宅・住環境の安全性の向上 

本市の魅力として、自然環境に恵まれ自然災害の少ない安心感のある土地として挙げられており

（表 4-2）、市民から安全性の高いまちとして評価されています。住宅耐震化率については 81.5％（表

4-3）であり、今後も支援制度を活用した耐震診断・耐震改修の促進を図る必要があります。住宅の

満足度は、壁や窓の断熱による省エネルギー対策や、室内においての防音性能に対する評価が低い（表

4-4）状況となっております。また、地域で困っていることについて、生活道路の通行の安全性、災

害時等の避難の不安、防犯の不安（表 4-5）が挙げられております。 

住宅・住環境の安全性の向上を図るために、これらの不安要素に対しての取り組みが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*新耐震基準：「建築基準法施行令」の改正により昭和 56年 6月 1日より施行された新しい耐震基準。 
中規模の地震（震度５強程度）に対しては、ほとんど損傷を生じず、極めて稀にしか発生しない大規模の
地震（震度６強から震度７程度）に対しても、人命に危害を及ぼすような倒壊等の被害を生じないことを
目標としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 30 年市民アンケート  

70.0％

53.0％

31.0%

19.0％

15.8%

12.0％

12.3％

22.1%

34.0％

52.0%

57.1%

56.3%

55.4%

78.7%

3.8％

8.3%

9.2％

6.1%

6.5％

11.4％

0.8％

4.6％

4.7％

8.0%

17.8%

21.4%

19.6％

7.4%

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

昭45以前

昭46年～55 

昭56～平2 

平3～12 

平13～17 

平18～22 

平23～25年9月

■建築時期別住宅数

木造 防火木造 鉄筋・鉄骨コンクリート造 鉄骨造

（戸）

2,630戸

4,230戸

5,000戸

5,270戸

3,360戸

3,320戸

1,220戸

資料：平成25年住宅・土地統計調査

昭 55以前 
6,860戸 
（27.4%） 

表 4-1 

■真岡市の魅力（複数回答） 

表 4-2 

資料：平成 25 年住宅・土地統計調査 

※「その他」は微小なため非表示としており、表示の構成比を合計しても 100％に
ならない場合がある。 

62.3%

50.1%

18.4%

17.8%

16.4%

15.3%

12.6%

8.7%

6.6%

6.2%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80%

自然災害の少ない安心感のある土地

自然環境に恵まれている

福祉施設、医療施設が充実している

公園や広場が多い

文化活動や祭りが楽しめる

商業施設が充実している

歴史的な伝統・文化がある

近所の住民とのふれあいや交流が多い

子どもの教育環境が整っている

収入に見合った価格や家賃の住宅がある

その他
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    ■住宅の耐震化の状況                    （平成 27年度末現在） 

区分 構造 
全棟数※1 

耐震性の有る 

住宅棟数※2 
耐震化率（％） 

a b a / b 

戸建て住宅 
木造 20,467 15,640 76.4％ 

非木造 1,197 1,098 91.7％ 

共同住宅 
木造 867 862 99.4％ 

非木造 4,309 4,287 99.5％ 

計 26,840 21,887 81.5％ 

資料：「真岡市建築物耐震改修促進計画／二期計画」 

     ※1 耐震性の有る住宅(b)及び耐震性が不十分な住宅の総数 
     ※2 昭和 56年 5月以降建築の住宅及び昭和 56年 5月以前の耐震性が有る住宅（推計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 30 年市民アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 30 年市民アンケート 

■住宅の評価（現在の満足度） 
※満足割合：「満足」＋「やや満足」の比率 

不満割合：「不満」＋「やや不満」の比率 

■隣近所で困っていること 

表 4-5 

28.6%

28.0%

27.1%

23.0%

16.1%

15.3%

14.5%

8.7%

8.3%

15.1%

15.3%

0% 10% 20% 30% 40%

生活道路の通行の安全性

災害時等の避難の不安

防犯の不安

路上や空き地のゴミ

ひとり暮らしの高齢者が多く心配

空き家の放置

騒音

路上駐車・迷惑駐車

隣家、隣地とのトラブル

その他

とくに困っていることはない

表 4-3 

表 4-4 

34.6%

39.8%

36.9%

25.9%

30.4%

11.0%

11.2%

11.8%

10.6%

12.6%

12.2%

10.6%

12.6%

44.1%

37.5%

37.3%

41.8%

24.2%

40.0%

39.3%

37.5%

37.3%

34.4%

34.8%

31.7%

50.3%

13.5%

11.2%

15.1%

21.7%

14.5%

25.3%

30.4%

33.3%

32.3%

33.5%

32.1%

35.0%

25.1%

5.4%

8.3%

7.5%

8.5%

7.2%

10.4%

15.1%

15.5%

17.4%

17.0%

18.8%

20.7%

7.2%

2.5%

3.3%

3.3%

2.1%

23.6%

13.5%

3.9%

1.9%

2.5%

2.5%

2.1%

2.1%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住居内部の広さ、部屋数

駐車スペース（車、自動二輪、自転車）

敷地（住宅の敷地の広さ・住棟まわりの広さ）

台所や風呂などの水廻り設備

住宅ローン・家賃の負担

建物の老朽化・美観

子育て世代が暮らしやすい

ドアや窓の防犯対策

地震に対する安全性

室内の段差など高齢者・障がい者対策

室内においての防音性能

壁や窓の断熱による省エネルギー対策

住宅の総合評価

満足 まあ満足 やや不満 不満 無回答
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５．住宅の質の向上    

本市では、住宅の広さや部屋数、駐車スペースに関する満足度が高い（表 5-1）状況にあります。

また、住宅用太陽光発電システム設置補助事業を行うなど、省エネ設備の普及を進めていますが、省

エネや防音対策などに関する満足度は、他の項目に比べると低く（表 5-1）なっています。 

1 住宅あたりの延べ面積については、借家等は持ち家に比べて狭小であり（表 5-4）、省エネ設備

の設置率についても借家が低い（表 5-2、表 5-3）状況にあります。持ち家のリフォーム希望の内訳

としては、水回りが一番多く、次に耐震、高齢化対応（表 5-5）の順となっています。新築時だけで

なく、既存住宅のリフォームなどにより、住宅の質を高めていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：平成 30 年市民アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■住宅の評価（現在の満足度） 

※満足割合：「満足」＋「やや満足」の比率 
不満割合：「不満」＋「やや不満」の比率 

表 5-1 

7.3% 6.9%

29.7%

9.5% 8.7%

37.0%

0.6% 1.2%

7.4%

0%

10%

20%

30%

40%

太陽熱を利用した温水機器等 太陽光を利用した発電機器 二重サッシ又は複層ガラスの窓

■省エネルギー設備の設置状況

全住宅 持ち家 借家

資料：平成25年住宅・土地統計調査

表 5-2 表 5-3 

資料：平成 25 年住宅・土地統計調査 資料：平成 25 年住宅・土地統計調査 

34.6%

39.8%

36.9%

25.9%

30.4%

11.0%

11.2%

11.8%

10.6%

12.6%

12.2%

10.6%

12.6%

44.1%

37.5%

37.3%

41.8%

24.2%

40.0%

39.3%

37.5%

37.3%

34.4%

34.8%

31.7%

50.3%

13.5%

11.2%

15.1%

21.7%

14.5%

25.3%

30.4%

33.3%

32.3%

33.5%

32.1%

35.0%

25.1%

5.4%

8.3%

7.5%

8.5%

7.2%

10.4%

15.1%

15.5%

17.4%

17.0%

18.8%

20.7%

7.2%

2.5%

3.3%

3.3%

2.1%

23.6%

13.5%

3.9%

1.9%

2.5%

2.5%

2.1%

2.1%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住居内部の広さ、部屋数

駐車スペース（車、自動二輪、自転車）

敷地（住宅の敷地の広さ・住棟まわりの広さ）

台所や風呂などの水廻り設備

住宅ローン・家賃の負担

建物の老朽化・美観

子育て世代が暮らしやすい

ドアや窓の防犯対策

地震に対する安全性

室内の段差など高齢者・障がい者対策

室内においての防音性能

壁や窓の断熱による省エネルギー対策

住宅の総合評価

満足 まあ満足 やや不満 不満 無回答

16.8%

20.9%

4.4%

12.9%

16.2%

2.9%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

全住宅 持ち家 借家

■二重サッシ又は複層ガラスの窓の設置状況

全ての窓 一部の窓

資料：平成25年住宅・土地統計調査

■二重サッシ又は複層ガラスの窓の設置状況 
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資料：平成 30 年市民アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

118.4

145.0

51.4

49.6

50.4

67.9

120.7

143.8

50.4

54.9

49.6

56.5

0 50 100 150 200

全住宅

持ち家

借家

［公営の借家］

[民営借家]

[給与住宅]

■所有関係別１住宅当たり延べ面積

平20

平25

（㎡）

資料：住宅・土地統計調査

資料：平成 25 年住宅・土地統計調査 

■持ち家のリフォームの経験と希望 

表 5-4 表 5-5 
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６．増加する空き家への対応 

本市の空き家率は 14.1％と栃木県よりも低い（表 6-1）状況にありますが、増加傾向（表 6-2）に

あります。また空き家は、一般の住宅と比べて腐朽破損＊している割合が高い（表 6-3）など、管理不

全となるおそれがあり、防災・防犯・環境衛生等の様々な問題が懸念されます。 

このため、空き家を適正に管理するとともに、その活用や流通により、発生を抑制することが必要

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊1 一時現在者のみの住宅；昼間だけ使用しているとか、何人かの人が交代で寝泊まりしているなど、そこにふだん居
住している者が一人もいない住宅。 

※「住宅・土地統計調査」の結果数値は、推計値であり、合計と総数の数値が一致しない場合がある。 
※空き家には、別荘等の二次的住宅を含む。 

 

 

■空き家率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 25 年住宅・土地統計調査 

 

■住宅総数（空き家を除く）とその他空き家の腐朽破損＊状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 25 年住宅・土地統計調査 

12.6%

9.5%

14.1%

3.4% 3.1%
3.6%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

平15 平20 平25

空き家総数 その他空き家

9.0%

32.2%

91.0%

67.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住宅総数

その他空き家

腐朽破損あり 腐朽破損なし

■住宅数・空き家の状況

（再掲載）

一時現在

者のみ

   ＊1

真岡市 31,720   26,520   26,300   220      5,200    670      4,470    60        130      130      14.1% 13.7%

栃木県 879,000 730,200 726,600 3,600    148,800 4,000    143,400 1,400    14,600   1,300    16.3% 14.7%

資料：平成25年住宅・土地統計調査

＊1 一時現在者のみの住宅；昼間だけ使用しているとか、何人かの人が交代で寝泊まりしているなど、そこにふだん居住している者が一人もいない住宅。

※「住宅・土地統計調査」の結果数値は、推計値であり、合計と総数の数値が一致しない場合がある。

※空き家には、別荘等の二次的住宅を含む。

２次的住

宅除く空き

家率

居住世帯なし

空き家 建 築 中

空き家の

内２次的
住宅

住宅以外

で人が居

住する建

物数（戸）

空き家率
住宅総数 

（戸）

居住世帯あり

総 数
同居世帯

なし
同居世帯

あり
総 数

表 6-1 

表 6-2 

表 6-3 
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７．地域特性への対応 

本市は、市街地と集落地の両方を抱え、人口の増減率や高齢化率、住宅の建て方など多様な地域特

性があり、特に中村地区では人口の増加が続いて（表 7-1）います。このような中で、都市計画にお

ける、コンパクトシティの考え方に基づいたまちづくりが必要です。 

地域特性を活かし、コンパクトシティにも対応した住宅地の形成が重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2% 2.5%

-3.7% -3.5%

3.7%

-4.3%-3.3% -3.7%
-6.2% -7.3%

6.2%

-6.0%
-15%

5%

25%

全市 真岡地区 山前地区 大内地区 中村地区 二宮地区

■地区別人口の動向(増減率）

H17～22 H22～27

14.2% 15.6%
12.1% 11.4%

15.4%
12.1%

23.8%
20.2%

29.3% 29.5%

23.2%

27.9%

0%

10%

20%

30%

40%

全市 真岡地区 山前地区 大内地区 中村地区 二宮地区

■地区別年齢構成

15歳未満人口比率 65歳以上人口比率

資料：平成27年国勢調査

表 7-1 

表 7-2 

表 7-3 

資料：平成 17 年～平成 27 年国勢調査 

資料：平成 17 年～平成 27 年国勢調査 

表 7-4 

72.8%
60.7%

95.5% 96.6%

76.5%
84.4%

23.2%

33.5%

2.1% 3.2%

22.1% 12.1%21.1%

31.2%

3.2%

1.5%

12.5% 11.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全市 真岡地区 山前地区 大内地区 中村地区 二宮地区

■地区別住宅所有関係別世帯状況

持ち家世帯比率 民営借家世帯比率 共同建て世帯比率
資料：平成27年国勢調査

9.4%
6.6%

2.3%
4.8%

13.5%

4.0%
1.3%

-0.7%

0.8%

-2.0%

12.5%

0.3%

-15%

5%

25%

全市 真岡地区 山前地区 大内地区 中村地区 二宮地区

■地区別世帯数の動向(増減率)

H17～22 H22～27
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